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ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
経
済
研
究
の
立
場
か
ら
―

木
村 

公
一
朗

　

中
国
の
存
在
感
が
高
ま
る
な
か
、
世

界
の
あ
ち
こ
ち
で
中
国
に
関
す
る
研
究

成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

ア
メ
リ
カ
の
学
界
動
向
が
、
世
界
の
中

国
理
解
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
そ

こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
経

済
研
究
の
立
場
か
ら
報
告
し
て
き
た
。

本
誌
の
二
〇
一
五
年
四
月
号
で
は
、
地

域
研
究
の
観
点
か
ら
学
界
動
向
を
三
つ

の
ト
レ
ン
ド
に
整
理
し
た
（
関
連
報
告

①
）⑴
。
今
回
は
経
済
学
と
地
域
研
究

の
観
点
か
ら
、
研
究
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー

し
た
り
、
研
究
者
と
交
流
す
る
た
め
の

場
の
情
報
を
、
大
学
、
学
会
、
そ
の
他

の
学
術
組
織
に
分
け
て
紹
介
す
る
⑵
。

本
稿
も
含
め
た
一
連
の
報
告
が
、
ア
メ

リ
カ
で
中
国
・
ア
ジ
ア
研
究
を
行
う
際

の
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、

と
く
に
記
載
が
な
い
限
り
、
本
文
中
の

日
付
は
二
〇
一
五
年
を
指
す
。
ま
た
、

定
訳
の
な
い
も
の
は
英
語
の
ま
ま
記
載

す
る
。

●
大
学

⑴
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会

　

大
学
で
は
、
授
業
期
間
中
の
昼
ご
ろ

か
ら
夕
方
に
か
け
て
、
研
究
報
告
会

（
セ
ミ
ナ
ー
）
や
小
規
模
な
講
演
会
が

日
々
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

私
が
客
員
研
究
員
と
し
て
在
籍
す
る

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
ウ
ォ
ル
サ
ム
）
で
は
、
昼
に
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。
経
済
学
部
や

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
教
員
や
大
学

院
生
の
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ
る
論
文

報
告
も
あ
る
。
中
国
研
究
に
つ
い
て
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
専
門
と
す
る

ゲ
ー
リ
ー
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
教
授
や

そ
の
院
生
が
最
新
の
研
究
成
果
を
報
告

し
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
経
済
学
研
究
科

で
は
、
春
学
期
に
毎
週
、China Econ-

om
y Sem

inar

が
開
催
さ
れ
た
⑶
。
主

宰
は
労
働
経
済
学
を
専
門
と
す
る
リ
チ

ャ
ー
ド
・
フ
リ
ー
マ
ン
教
授
で
あ
る
。

そ
の
他
の
セ
ミ
ナ
ー
が
国
際
経
済
学
や

環
境
経
済
学
等
、
専
門
分
野
（
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
）
単
位
で
あ
る
の
に
対
し
、
本

セ
ミ
ナ
ー
の
み
が
地
域
を
対
象
と
し
て

い
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
員
や
院

生
、
外
部
講
師
が
、
一
時
間
半
を
か
け

て
論
文
報
告
と
質
疑
応
答
を
行
う
形
式

で
あ
っ
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
中
国
を
対
象

と
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
ア
ジ
ア
・

セ
ン
タ
ー
や
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
・
セ
ン
タ

ー
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究

所
等
複
数
あ
る
た
め
、
中
国
関
係
の
研

究
報
告
や
講
演
も
多
い
。
二
〇
一
四
年

の
秋
学
期
と
二
〇
一
五
年
の
春
学
期
の

あ
い
だ
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
中
国

研
究
が
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

た
。
と
く
に
、
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル

名
誉
教
授
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
ら
が

主
宰
す
るCritical Issues Confront-

ing China
シ
リ
ー
ズ
で
は
毎
週
、
著

名
な
教
授
が
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
見

解
を
披
露
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
は
、

ニ
コ
ラ
ス
・
ラ
ー
デ
ィ
上
席
研
究
員

（
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研
究
所
）

や
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
コ
ー
エ
ン
教
授
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
）
ら
が
登
壇
し
た
。

　

以
上
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
な
か

で
も
、
学
術
系
大
学
院
や
研
究
セ
ン
タ

ー
が
主
催
す
る
も
の
だ
が
、
ロ
ー
・
ス

ク
ー
ル
や
ケ
ネ
デ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
の

専
門
職
大
学
院
で
も
中
国
関
係
の
セ
ミ

ナ
ー
・
講
演
会
を
各
種
開
催
し
て
い
る
。

と
く
に
、
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
のEast 

A
sian Legal Studies

シ
リ
ー
ズ
は
、

ア
ジ
ア
の
政
治
・
経
済
動
向
を
法
や
制

度
の
面
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

⑵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会

　

大
学
で
は
、
小
規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
や

講
演
会
に
加
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
大

規
模
な
講
演
会
も
随
時
開
催
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
主
催
者
の
観
点
か
ら

三
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
る
だ
ろ
う
。
第

一
は
、
中
国
関
係
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る
も
の
だ
。
前
述
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
各
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
た
と

え
ば
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
現
代

中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
も
し
ば
し
ば
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

二
月
四
日
に
は
、
カ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
前
国
務
次
官
補
を
招
い
て
、
今
後
の

米
中
関
係
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

た
。
同
校
は
東
ア
ジ
ア
の
人
文
・
社
会

科
学
研
究
を
行
う
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
を
一
九
九
五
年
に
設
立
し
て
い
る
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が
、
中
国
理
解
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
背
景
に
、
中
国
の
政
治
、

経
済
、
法
、
社
会
に
特
化
し
た
セ
ン
タ

ー
も
二
〇
一
二
年
に
設
立
し
た
（
ア
ヴ

ェ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
所
長

と
の
会
話
や
同
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト［https://cscc.sas.upenn.edu/

］

よ
り
）。

　

第
二
の
タ
イ
プ
は
、
中
国
関
係
で
は

な
い
研
究
セ
ン
タ
ー
が
特
別
に
開
催
す

る
も
の
だ
。
中
国
研
究
へ
の
寄
付
や
予

算
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
安
全
保
障
や

貿
易
・
投
資
、
環
境
・
資
源
等
、
多
く

の
分
野
で
中
国
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
い
る
。
イ

ェ
ー
ル
大
学
の
林
学
・
環
境
学
ス
ク
ー

ル
が
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（Chi-

nese O
verseas Investm

ent &
 Its 

E
nvironm

ental and Social Im
-

pacts

、
四
月
四
日
）
が
こ
れ
に
当
て

は
ま
る
。
林
学
・
環
境
学
ス
ク
ー
ル
の

た
め
、
中
国
の
対
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ

Ｉ
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
、
自
然
環
境
や
社
会
に
与
え
る

影
響
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

中
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
近
年
、
先
進
国
の

ハ
イ
テ
ク
・
セ
ク
タ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
・

セ
ク
タ
ー
向
け
も
増
加
し
て
い
る
が
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
と
く
に
多
か
っ
た

の
は
、
発
展
途
上
国
の
鉱
業
向
け
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
投
資
受
け
入
れ
国

の
環
境
・
社
会
に
与
え
る
影
響
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
投
資
側
の
国
有
鉱
業
企
業
（
五
砿

集
団
）
も
出
席
し
、
多
様
な
立
場
の
専

門
家
が
現
状
を
報
告
し
た
。
思
い
が
け

な
い
機
関
で
関
心
領
域
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

近
隣
の
大
学
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
時
々
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
よ
い
だ

ろ
う
。

　

第
三
の
タ
イ
プ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
等
の
学
生
有
志
が
開
催
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
。
た
と
え
ば
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
は
三
月
一
日
に
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
で

は
三
月
七
日
に
、
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
在
と
未
来
を
議
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
終
日
に
わ
た
っ

て
、
同
校
の
教
員
や
客
員
研
究
員
、
同

校
で
学
ん
だ
企
業
家
が
中
心
と
な
っ
て

講
師
を
務
め
た
。
ボ
ス
ト
ン
に
居
な
が

ら
に
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
外
の
企
業
家

と
会
話
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
以
外
に
も
、
様
々

な
地
域
や
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

講
演
会
が
多
く
の
大
学
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

●
学
会

⑴
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
（
Ａ
Ｅ
Ａ
）

　

Ａ
Ｅ
Ａ
は
一
八
八
五
年
設
立
で
、
約

一
万
八
〇
〇
〇
人
の
会
員
を
擁
す
る
巨

大
な
学
会
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
で
開
催

さ
れ
た
年
次
大
会
（
一
月
三
～
五
日
）

で
は
、
約
一
八
〇
〇
本
の
論
文
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
う
ち
題
名
や
所
属
セ
ッ
シ

ョ
ン
名
にChina

かChinese

を
含

む
論
文
は
六
八
本
で
あ
っ
た
。
研
究
テ

ー
マ
を
Ｊ
Ｅ
Ｌ
分
類
コ
ー
ド
（
重
複
あ

り
）
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
以
下

の
よ
う
な
特
徴
を
み
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
ず
、
中
国
経
済
の
成
長
と
今
後
の

行
方
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、

「
経
済
発
展
（
Ｏ
１
）」
に
分
類
さ
れ
る

論
文
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

経
済
の
急
成
長
は
体
制
移
行
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
そ
の
陰
で

所
得
格
差
の
存
在
も
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
行
や
制
度
に

関
わ
る
「
比
較
経
済
体
制
（
Ｐ
５
）」

や
、
地
域
格
差
に
関
わ
る
「
地
域
経
済

学
全
般
（
Ｒ
１
）」
の
研
究
も
多
い
。

格
差
に
関
し
て
は
、
労
働
市
場
の
性
質

や
最
低
賃
金
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る

た
め
、「
個
別
労
働
市
場
（
Ｊ
４
）」
や

「
労
働
（
Ｊ
５
）」
の
論
文
も
多
い
。
こ

の
よ
う
な
成
長
や
移
行
、
格
差
を
め
ぐ

る
研
究
は
従
来
か
ら
多
く
、
中
国
経
済

研
究
は
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
軸
と
し
な

が
ら
発
展
し
て
き
た
（
関
連
報
告
⑤
）。

　

成
長
は
ま
た
、
対
外
開
放
を
通
じ
た

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
も
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
貿
易

（
Ｆ
１
）」
や
「
国
際
貿
易
・
金
融
の
マ

ク
ロ
経
済
的
側
面
（
Ｆ
３
）」
に
関
わ

る
研
究
も
多
い
。
ま
た
、
今
後
の
成
長

を
占
う
要
素
と
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
Ｑ
４
）」
や
「
環
境
経
済
学
（
Ｑ
５
）」、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
（
Ｏ
３
）」
に
関

す
る
研
究
も
増
え
て
い
る
。
中
国
経
済

の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
研
究
テ
ー
マ

も
多
様
化
し
て
い
る
。

⑵Chinese Econom
ists Society

（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）

　

Ｃ
Ｅ
Ｓ
は
米
加
在
住
の
中
国
人
研
究

者
・
留
学
生
が
一
九
八
五
年
、
ア
メ
リ

カ
で
設
立
し
た
学
会
で
あ
る
。
学
会
誌

China E
conom

ic R
eview

を
発
行

し
て
い
る
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ａ
の
年
次
大
会

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
て
た
り
、
北
米
大

会
や
中
国
大
会
も
開
催
し
て
お
り
、
活

動
は
活
発
で
あ
る
。
ト
ニ
ー
・
フ
ァ
ン

元
Ｃ
Ｅ
Ｓ
会
長
（
モ
ナ
シ
ュ
大
学
准
教

授
）
に
よ
れ
ば
、
若
手
研
究
者
に
よ
り

多
く
の
研
究
報
告
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｅ
Ａ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
会
期
中
に
開
催
さ

れ
た
学
会
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

は
関
連
報
告
③
に
記
し
た
の
で
、
こ
こ

で
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
と
し
て
参

加
し
た
北
米
大
会
を
紹
介
す
る
。

　

本
大
会
は
、
三
月
一
四
～
一
五
日
、
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ア
ナ
ー
バ
ー
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
近
く
で

開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
で
は
、
四
～
五

本
の
論
文
を
含
む
三
〇
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
立
て
ら
れ
た
ほ
か
、
中
国
経
済
や
自

動
車
産
業
等
に
関
す
る
キ
ー
ノ
ー
ト
・

ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー

に
は
、
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
の

趙
昌
文
博
士
や
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
の
ム
ス
タ
フ
ァ
・
モ
ハ
タ

レ
ム
博
士
ら
が
招
か
れ
た
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
運
営
は
通
常
の
学
会
と
同
じ
で
、

論
文
報
告
の
あ
と
、
討
論
者
（
デ
ィ
ス

カ
ッ
サ
ン
ト
）
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
と
質

疑
応
答
が
続
く
。
中
国
経
済
研
究
者
ば

か
り
が
朝
か
ら
夕
方
ま
で
丸
二
日
間
集

う
大
会
の
た
め
、
多
く
の
研
究
者
と
じ

っ
く
り
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑶
ア
ジ
ア
研
究
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
）

　

Ａ
Ａ
Ｓ
は
一
九
四
一
年
に
設
立
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
最
大
の
ア
ジ
ア
研
究
学
会

で
、
同
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と

現
在
約
八
〇
〇
〇
人
の
会
員
を
擁
す
る
。

シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
年
次
大
会
（
三

月
二
六
～
二
九
日
）
で
は
、
三
二
二
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
立
て
ら
れ
た
。
な
お
、

本
大
会
で
の
議
論
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
日
本
研

究
者
ら
が
「
日
本
の
歴
史
家
を
支
持
す

る
声
明
」
を
五
月
五
日
に
発
表
し
た
こ

と
は
話
題
と
な
っ
た
。

　

大
規
模
な
大
会
で
は
あ
る
が
、
経
済

学
に
関
す
る
報
告
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
。
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ご
と
の
分
類
（
重

複
あ
り
）
を
み
る
と
、
経
済
学
は
一
七

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
み
で
あ
っ
た
。
全
三
二

分
野
を
眺
め
る
と
、
歴
史
学
（
二
〇
〇

セ
ッ
シ
ョ
ン
以
上
）、
文
学
、
人
類
学

が
こ
の
順
で
と
く
に
多
く
、
以
下
、
政

治
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
美
術
／
美

術
史
（
五
〇
セ
ッ
シ
ョ
ン
以
上
）
で
あ

っ
た
。
会
員
の
構
成
を
み
て
も
、
経
済

学
を
第
一
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
す
る
割

合
は
〇
・
八
％
の
み
で
、
上
位
五
分
野

は
、
歴
史
学
の
三
三
・
一
％
、
文
学
の

一
四
・
〇
％
、
人
類
学
の
七
・
七
％
、

政
治
学
の
七
・
五
％
、
宗
教
学
の
六
・

三
％
で
あ
る
⑷
。
過
去
に
は
経
済
学
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
増
や
そ
う
と
い
う
試
み

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
も
そ
も
経
済

学
者
が
少
な
い
た
め
難
し
い
。

　

経
済
学
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
こ
そ
少
な
い

も
の
の
、
本
学
会
に
は
以
下
の
よ
う
な

面
白
さ
が
あ
る
。
第
一
は
、
地
域
研
究

が
学
際
的
な
研
究
分
野
で
あ
る
た
め
、

様
々
な
観
点
か
ら
経
済
活
動
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
点
だ
。
中
国
で
は
政

治
と
経
済
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
た

め
、
複
眼
的
な
視
点
が
不
可
欠
と
な
る
。

た
と
え
ば
、N

ew
 Perspectives on 

Chinese Land Politics

と
題
す
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
土
地
を
め
ぐ
る
政
府

の
行
動
が
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
、
ま
た
、
“Invigorating the Ser-

vice Sector w
ith Party Personnel 

C
ontrol: Y

ichangʼs Shift from
 

M
anufacturing to T

ourism

”と
題

す
る
論
文
で
は
、
党
の
人
事
管
理
が
産

業
転
換
に
与
え
た
影
響
が
報
告
さ
れ
た
。

慣
れ
親
し
ん
だ
分
析
枠
組
み
だ
け
で
物

事
を
み
て
い
る
と
、
当
該
分
野
以
外
で

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

説
明
要
因
を
見
逃
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。

研
究
対
象
の
本
質
を
よ
り
よ
く
理
解
す

る
た
め
に
も
、
異
質
な
枠
組
み
に
触
れ

る
機
会
が
あ
る
と
い
う
の
は
重
要
な
こ

と
だ
。

　

第
二
の
面
白
さ
は
、
国
・
地
域
を
横

断
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
多
い
点
で
あ
る
。

国
・
地
域
ご
と
の
分
類
（
重
複
あ
り
）

を
み
て
も
、「
中
国
お
よ
び
内
陸
ア
ジ
ア
」

に
次
い
で
多
い
の
が
国
・
地
域
を
跨
ぐ

「Border Crossing/Inter-A
rea

」
で
、

以
下
は
「
日
本
」「
東
南
ア
ジ
ア
」「
南

ア
ジ
ア
」「
韓
国
」
の
順
で
あ
っ
た
。

国
・
地
域
ご
と
の
研
究
の
重
要
性
が
衰

え
る
こ
と
は
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
よ
っ
て
複
数
の
国
・
地
域
を

対
象
と
す
る
研
究
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
い
る
。
大
会
開
催
中
、
学
会
理
事
等

を
務
め
た
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ウ
ス
キ
ー
教

授
（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
）
に
学
会
運

営
に
関
す
る
話
を
伺
っ
た
が
、
学
会
と

し
て
も
、
様
々
な
地
域
の
研
究
者
が
交

流
で
き
る
よ
う
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
三
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
と
し
て

の
議
論
が
盛
り
上
が
り
や
す
い
点
だ
。

Ａ
Ｅ
Ａ
等
の
経
済
学
系
の
大
会
で
は
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
単
位
で
の
応
募
よ
り
、
個

人
単
位
で
の
応
募
が
多
い
た
め
、
報
告

論
文
を
跨
い
だ
議
論
が
起
こ
る
こ
と
は

少
な
い
。
し
か
し
、
本
学
会
で
は
セ
ッ

シ
ョ
ン
単
位
で
の
応
募
が
前
提
の
た
め
、

報
告
者
が
お
互
い
の
研
究
成
果
を
よ
く

理
解
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
セ
ッ
シ

ョ
ン
単
位
で
の
議
論
も
成
立
し
や
す
い
。

個
人
で
応
募
し
に
く
い
と
い
う
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
が
、セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の

ま
と
ま
り
が
本
学
会
の
特
徴
の
一
つ
だ
。

　

一
つ
の
国
・
地
域
の
こ
と
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
複
数
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

の
助
け
と
、
複
数
の
国
・
地
域
の
理
解

も
必
要
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
活

動
す
る
学
会
は
別
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

ア
ジ
ア
を
対
象
と
す
る
研
究
者
に
と
っ

て
、
本
学
会
の
大
会
は
視
野
を
広
げ
る

機
会
に
な
る
。
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
、
お
よ
そ
半
数
の
会
員
が
、
二
年

に
一
回
以
上
は
大
会
に
足
を
運
ん
で
い

る
よ
う
だ
。

●
そ
の
他
の
学
術
組
織

⑴
全
米
経
済
研
究
所
（
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）

　

一
九
二
〇
年
設
立
の
非
営
利
研
究
組
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アメリカの中国研究コミュニティ―経済研究の立場から―

織
で
、
多
く
の
著
名
な
研
究
者
が
兼
務

の
か
た
ち
で
所
属
し
て
い
る
。
研
究
活

動
は
、
二
〇
の
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
一
五
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

を
単
位
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
は
年
二
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

N
BER Sum

m
er Institute

の
際
に

研
究
成
果
の
報
告
や
交
流
を
行
う
（
Ｎ

Ｂ
Ｅ
Ｒ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
［http://

w
w

w
.nber. org/

］
よ
り
）。
フ
ェ
ロ

ー
に
な
る
と
、
経
済
研
究
を
推
進
す
る

た
め
の
各
種
リ
ソ
ー
ス
が
利
用
可
能
と

な
る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
に
、

ハ
ン
ミ
ン
・
フ
ァ
ン
教
授
（
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
＆
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）
が
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
中
国
経
済
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
。
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
が
注
力
す
る
ア
メ
リ
カ

経
済
研
究
以
外
で
、
特
定
地
域
の
リ
サ

ー
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
は
中
国
だ

け
だ
。
今
回
は
四
月
一
〇
～
一
一
日
に

開
催
さ
れ
た
研
究
報
告
会
に
出
席
し
た
。

年
二
回
開
催
さ
れ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

一
つ
で
あ
る
。
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、

査
読
を
通
過
し
た
一
〇
本
の
論
文
が
報

告
さ
れ
た
。
各
論
文
に
一
時
間
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
学
会
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
よ
り
も
、
十
分
な
時
間
が
コ
メ

ン
ト
と
フ
ロ
ア
と
の
議
論
に
あ
て
ら
れ

て
い
た
。

⑵
社
会
科
学
研
究
評
議
会（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）

　

一
九
二
三
年
設
立
の
独
立
・
非
営
利

の
団
体
で
、
社
会
科
学
の
発
展
と
、
公

共
の
問
題
解
決
に
向
け
た
研
究
成
果
の

活
用
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
研
究
の
発
展

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
（
関
連
報

告
①
お
よ
び
②
）。
地
域
研
究
関
係
の

委
員
会
は
一
九
九
〇
年
代
に
大
幅
に
整

理
さ
れ
た
が
、
中
国
と
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
相
互
依
存
関
係
が
強
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
て
、China-A

frica 
K

now
ledge Project

（
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｐ
）

を
推
進
し
て
い
る
。
中
国
の
台
頭
は
、

世
界
の
な
か
で
中
国
一
国
の
存
在
感
が

大
き
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ

諸
国
と
の
関
係
が
強
く
な
る
こ
と
で
も

国
際
秩
序
に
大
き
な
変
化
を
与
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
―
ア
フ
リ
カ

間
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
国
際

政
治
・
経
済
の
動
向
を
理
解
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://china-africa.ssrc.

org/

）の
運
営
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
等
を
通
じ
て
、
関
連
研
究
者
の
交
流

を
促
進
し
、
中
国
―
ア
フ
リ
カ
間
関
係

と
い
う
新
し
い
研
究
領
域
の
形
成
に
努

め
て
い
る
。

　

以
上
、
様
々
な
集
ま
り
を
列
挙
し
た
。

本
稿
は
、
研
究
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ

て
何
ら
か
の
研
究
ト
レ
ン
ド
や
学
界
動

向
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
中
国
研
究
に
関
す
る
数

多
く
の
集
ま
り
が
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体

が
、
今
を
象
徴
す
る
ト
レ
ン
ド
の
一
つ

で
も
あ
る
。
人
が
集
ま
り
、
議
論
す
れ

ば
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
知
的
状
況
に
新
展
開
を
も
た
ら

す
。
中
国
研
究
の
厚
み
が
増
す
な
か
、

中
国
の
経
験
が
既
存
の
研
究
領
域
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
今
後
検
討
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
中
国
研
究

の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
つ
な
が
る
は
ず

だ
。

（
き
む
ら　

こ
う
い
ち
ろ
う
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所　

在
ウ
ォ
ル
サ
ム
海
外
調

査
員
）

《
注
》

⑴ 

関
連
報
告
①
は
、
関
連
報
告
②
を
よ

り
包
括
的
な
内
容
に
す
る
た
め
、
こ

れ
を
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
関
連
報
告
は
い
ず

れ
も
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.ide.go.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。『
ア

ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
は

「
出
版
物
・
報
告
書
」
の
「
定
期
刊

行
物
」
か
ら
、「
海
外
研
究
員
レ
ポ

ー
ト
」
は
「
出
版
物
・
報
告
書
」
の

「
報
告
書
・
レ
ポ
ー
ト
」
か
ら
リ
ン

ク
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵ 

本
稿
は
関
連
報
告
③
と
④
を
加
筆
・

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌
掲
載

を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
真
田
孝
之
氏

（
研
究
支
援
部
主
幹
）
に
感
謝
の
意

を
表
す
る
。

⑶ 

二
学
期
制
の
場
合
、
一
般
に
秋
学
期

は
九
～
一
二
月
、
春
学
期
は
一
～
五

月
。

⑷ 

数
値
は
学
会
発
表
。
詳
細
は
関
連
報

告
④
の
脚
注
５
を
参
照
。

《
関
連
報
告
》

① 

木
村
公
一
朗
「
ア
メ
リ
カ
の
地
域
研

究
：
中
国
経
済
研
究
の
立
場
か
ら
」

（『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』

第
二
三
四
号
、
二
〇
一
五
年
）。

② 

―
―
「
米
国
の
地
域
研
究
：
中
国
経

済
研
究
の
立
場
か
ら
」
海
外
研
究
員

レ
ポ
ー
ト
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
）。

③ 

―
―
「
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
大
会
に

お
け
る
中
国
経
済
研
究
」
海
外
研
究

員
レ
ポ
ー
ト
（
二
〇
一
五
年
二
月
）。

④ 

―
―
「
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
海
外
研
究
員
レ
ポ
ー
ト

（
二
〇
一
五
年
五
月
）。

⑤ 

―
―
「
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
見
る

中
国
経
済
研
究
」（『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル

ド
・
ト
レ
ン
ド
』
第
一
九
八
号
、
二

〇
一
二
年
）。


